
駆
け
ろ
！
精
鋭広報ちとせ 令和７(2025) 年 11 月号 2

　
多
田
は
降
下
を
終
え
る
と
、
要
救
助
者
の
状
態
を

確
認
。
腰
と
膝
に
怪
我
を
負
っ
て
い
る
。

「
ロ
ー
プ
離
脱
よ
し
！
」

　
外
し
た
ロ
ー
プ
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
上
で
待
機
し

て
い
た
今
本
に
付
け
替
え
ら
れ
た
。
多
田
に
続
き
、

Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
を
装
備
し
た
今
本
が
降
下
。
二
人
で
要
救

助
者
を
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
に
乗
せ
、
固
定
す
る
（
写
真
❷
）。

　
一
方
、
崖
の
上
で
は
、
柴
田
、
依
馬
、
柳
谷
の
３

人
が
引
き
上
げ
に
必
要
な
「
倍
力
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
し
て
い
た
。
Ｉ
Ｄ
に
内
蔵
さ
れ
た
滑
車
を
連
結
す

る
こ
と
で
、
引
く
力
を
増
幅
す
る
。

　
崖
の
上
と
下
と
で
、
進
捗
状
況
を
報
告
し
合
う
。

柴
田
「
５
倍
力
で
設
定
中
」

今
本
「
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
設
定
完
了
ま
で
10
分
程
度
」

柴
田
「
こ
ち
ら
準
備
よ
し
。
下
、
余
長
は
？
」

今
本
「
赤
の
ロ
ー
プ
を
も
う
少
し
」

　
崖
の
下
で
作
業
を
終
え
た
今
本
が
、
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
、

そ
し
て
自
分
自
身
に
も
ロ
ー
プ
を
装
着
し
た
。
上
と

下
、
ど
ち
ら
も
準
備
が
整
っ
た
。
こ
こ
か
ら
引
き
上

げ
開
始
だ
。

「
ロ
ー
プ
引
け
！
」

　
今
本
の
声
に
応
じ
、上
の
３
人
が
呼
吸
を
合
わ
せ
、

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ロ
ー
プ
を
引
く
（
写
真
❸
）。

「
１・２・３
！
１・２・３
！
」

　
今
本
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
は
み
る
み
る
上
昇
し

て
い
っ
た
。
だ
が
支
点
ま
で
の
斜
面
に
は
凹
凸
が
あ

り
、
草
木
も
茂
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
ロ
ー
プ
を
引

い
た
の
で
は
途
中
で
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
が
引
っ
か
か
っ
て
進

ま
ず
、
要
救
助
者
に
草
木
が
当
た
り
怪
我
を
さ
せ
る

可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
今
本
が
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
の
角
度

を
変
え
た
り
持
ち
上
げ
た
り
し
て
、
上
昇
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
（
写
真
❹
）。
か
な
り
の
重
労
働
だ
。
今
本

の
表
情
が
ゆ
が
む
。

　
11
時
20
分
、
引
き
上
げ
が
終
わ
り
、
登
山
道
に
復

帰
し
た
。
実
際
の
救
助
で
は
こ
の
後
、
要
救
助
者
を

Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
に
乗
せ
た
ま
ま
複
数
人
で
運
び
、
下
山
す

る
想
定
だ
。
一
息
つ
く
間
も
な
く
そ
の
場
で
反
省
会

が
始
ま
り
、
訓
練
中
に
各
自
、
気
づ
い
た
こ
と
を
共

識
は
あ
る
が
自
力
で
は
動
け
な
い
模
様
だ
。

　
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
で
は
、
要
救
助
者
の
位
置
ま

で
ロ
ー
プ
を
伸
ば
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
は
じ
め
に

ロ
ー
プ
を
結
び
付
け
る
支
点
を
設
定
す
る
。
荷
重
に

耐
え
う
る
か
、
要
救
助
者
と
の
間
に
障
害
物
が
な
い

か
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、支
点
と
な
る
木
を
選
び
、

ロ
ー
プ
を
巻
き
付
け
る
。
ロ
ー
プ
は
赤
と
青
の
２
本

を
使
い
、
安
全
性
に
長
け
た
「
ツ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
」

ロ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
支
点
の
ロ
ー
プ
設
定
が
完
了
し
た
の
ち
、
若
手
隊

員
の
多
田
が
ロ
ー
プ
を
装
着
し
た
。
要
救
助
者
へ
の

最
初
の
接
触
を
試
み
る
。

「
ロ
ー
プ
緩
め
！
ゆ
っ
く
り
緩
め
！
」

　
多
田
の
合
図
で
、
上
の
隊
員
が
滑
車
を
内
蔵
し
た
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支
笏
湖
の
西
北
に
位
置
す
る
標
高
１
３
２
０
ｍ
の

活
火
山
、
恵
庭
岳
。
そ
の
山
麓
の
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
ル
ー

ト
登
山
口
に
、
千
歳
市
消
防
山
岳
救
助
隊
の
正
隊
員

が
勢
揃
い
し
た
。
８
名
全
員
が
、
非
凡
な
体
力
と
卓

越
し
た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
技
術
を
持
つ
、
山
岳
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
こ
の
日
の
訓
練
は
、
ロ
ー
プ

レ
ス
キ
ュ
ー
を
想
定
。
滑
落
な
ど
で
動
け
な
く
な
っ

た
登
山
者
を
ロ
ー
プ
で
救
助
し
、
搬
送
す
る
。
登
山

口
か
ら
５
分
ほ
ど
歩
き
、
訓
練
場
所
に
向
か
う
。

　
最
初
に
行
う
の
は
、
登
山
道
の
下
に
滑
落
し
た
登

山
者
を
救
助
用
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
「
Ｓス

ケ

ッ

ド

Ｋ
Ｅ
Ｄ
」
に

乗
せ
、ロ
ー
プ
で
登
山
道
ま
で
引
き
上
げ
る
訓
練
だ
。

10
時
40
分
、
要
救
助
者
を
発
見
。
崖
を
滑
落
し
、
意

下
降
器
「
Ｉ
Ｄ
」
を
操
作
す
る
。

ロ
ー
プ
が
緩
め
ら
れ
、
多
田
は

ゆ
っ
く
り
と
要
救
助
者
が
い
る

ポ
イ
ン
ト
に
向
け
て
降
下
し
て

い
っ
た
（
写
真
❶
）。

「
こ
こ
か
ら
下
、
崖
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
も
な
く
平
地
」

　

 　
20
代
男
性
。
７
ｍ
滑
落
し
、

　
　

 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
外
傷
に
よ
り

　
　

 

歩
行
困
難
。

平成 24 年 11 月に発足した山岳レ
スキューを主な任務とする部隊。正
隊員８名、準隊員３名で活動中。過
酷な環境下での任務を想定し、体力
自慢が集まる千歳市消防の中でも選
りすぐりの精鋭で構成されている。

柴田 諒平

多田 一朗

高田 昭平

今本 涼太

永坂 和大

柳谷 翔太

依馬 嵩大

坪田　 信

副
隊
長

隊 

長

千歳市消防山岳救助隊

正隊員８名

　
消
防
隊
員
の
活
動
の
場
は
、
火
災

現
場
や
交
通
事
故
現
場
だ
け
で
は
な

い
。
山
を
駆
け
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

用
い
て
遭
難
者
の
捜
索
・
救
助
に
あ

た
る
専
門
部
隊
が
存
在
す
る
。
そ
れ

が
千
歳
市
消
防
山
岳
救
助
隊
だ
。

　
彼
ら
は
普
段
、
ど
の
よ
う
な
訓
練

を
積
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。今
年
、

恵
庭
岳
で
行
わ
れ
た
救
助
訓
練
に
同

行
し
、そ
の
一
部
始
終
を
見
て
き
た
。

取
材
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
徹
底
し
て
細
部
ま
で
突
き
詰
め

る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
そ

し
て
「
必
ず
助
け
出
す
」
と
い
う
強

い
意
志
だ
っ
た
。

　
本
記
事
で
は
、
山
岳
を
舞
台
に
奮

闘
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
た
ち
の
姿

を
描
く
。

千歳市消防山岳救助隊

特
集　
千
歳
市
消
防
山
岳
救
助
隊

　
そ
の
場
で
始
ま
る
反
省
会

　
訓
練
中
の
課
題
を
共
有

MEMBER

倍力システムを構築し、
ロープを引く力を増幅

滑車とロープを組み合わせることで、
ロープを引く力を数倍に増幅できる。
ただし、引く距離および必要なロープ
の長さもその分だけ長くなる。

　
恵
庭
岳
に
集
結
し
た
山
岳
の

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ツーテンション
ロープシステム

２本のロープに荷重を 50％
ずつ分散することでロープ
破断のリスクを低減する、安
全性の高いロープシステム。

１２

３

４

要救助者
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展
望
台
の
手
前
、
永
坂
隊
長
は
車
を
降
り
、
ダ
ミ
ー

人
形
と
と
も
に
森
の
中
へ
と
消
え
た
。

　
通
報
者
の
位
置
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
特
定
す
る
。

「
北
緯
42
度
48
分
08
秒
、
東
経
141
度
19
分
28
秒
」

　

ポ
ロ
ピ
ナ
イ
展
望
台
か
ら
歩
道
を
下
っ
て
い
く

と
、
道
路
脇
の
森
か
ら
友
人
役
の
永
坂
隊
長
が
現
れ

た
。
息
づ
か
い
が
荒
く
、
疲
弊
困
憊ぱ

い
の
様
子
だ
。

「
こ
の
先
の
…
、
崖
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
…
、

友
達
が
滑
落
し
て
…
」

　
本
番
さ
な
が
ら
の
迫
真
の
演
技
に
は
、
こ
の
と
き

の
友
人
の
状
態
か
ら
、
救
助
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の
距
離

や
険
し
さ
を
推
測
し
て
も
ら
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

全
員
で
森
に
入
り
、
捜
索
を
開
始
す
る
。
し
ば
ら
く

し
て
、
先
行
し
て
い
た
今
本
か
ら
無
線
が
入
っ
た
。

　
無
理
を
せ
ず
、
次
の
支
点
を
設
定
す
る
こ
と
に
し

た
。
近
く
の
頑
丈
そ
う
な
木
に
坪
田
が
素
早
く
ロ
ー

プ
を
巻
き
付
け
、
新
し
い
支
点
と
す
る
。
ロ
ー
プ
に

Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
を
装
着
し
終
え
る
と
、
最
初
の
支
点
に
陣

取
っ
て
い
た
高
田
副
隊
長
が
声
を
張
り
上
げ
た
。

「
離
脱
よ
し
！
」

　
こ
れ
で
支
点
が
移
っ
た
。
降
下
が
再
開
す
る
。
傾

斜
が
緩
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
を
４
人
が
か

り
で
持
ち
、
登
山
道
に
到
着
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
と

な
っ
た
。

　
最
後
の
訓
練
は
、
捜
索
と
救
助
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
だ
。
永
坂
隊
長
が
要
救
助
者
役

の
ダ
ミ
ー
人
形
を
森
の
ど
こ
か
に
置
き
、
残
る
７
人

で
捜
索
す
る
。
ダ
ミ
ー
人
形
を
救
急
車
が
乗
り
入
れ

可
能
な
位
置
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
終
了

だ
。
国
道
453
号
を
札
幌
方
面
に
進
ん
だ
ポ
ロ
ピ
ナ
イLEADER

　
上
の
方
で
は
、
高
田
副
隊
長
以
下
５
人
の
隊
員
が

ロ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
終
え
た
。
引
き
上
げ
が

始
ま
る
。

「
ロ
ー
プ
引
け
！
」「
１・２・３
！
１・２・３
！
」

　
ロ
ー
プ
が
引
か
れ
、
今
本
は
ダ
ミ
ー
人
形
を
背
負

い
な
が
ら
、
ロ
ー
プ
の
引
力
と
自
身
の
脚
力
で
急
斜

面
を
登
っ
て
い
く
（
写
真
❽
）。

　
窪
地
を
抜
け
、
少
し
傾
斜
が
緩
や
か
に
な
っ
た
。

ロ
ー
プ
引
き
を
い
っ
た
ん
止
め
、
依
馬
と
柳
谷
が
今

本
を
後
ろ
か
ら
支
え
、
登
り
続
け
る
。
そ
の
間
、
再

び
傾
斜
が
急
に
な
る
地
点
に
高
田
副
隊
長
、
多
田
、

坪
田
、
そ
し
て
合
流
し
た
柴
田
が
先
回
り
し
、
新
し

い
支
点
を
設
定
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

ロ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
を
絶
や
す
こ
と
な
く
登
る
こ
と
が

で
き
る
。
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
。

　
現
場
か
ら
、
も
の
の
数
分
で
道
路
ま
で
登
り
切
っ

た
。
だ
が
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
再
び
そ
の
場

で
反
省
会
が
開
か
れ
る
と
、
永
坂
隊
長
か
ら
も
う
一

つ
の
救
助
方
法
が
示
さ
れ
た
。
先
ほ
ど
の
よ
う
に
他

の
隊
員
に
ロ
ー
プ
を
引
い
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

木
と
木
を
ロ
ー
プ
で
つ
な
ぎ
、
そ
れ
を
掴
み
な
が
ら

自
力
で
登
っ
て
い
く
方
法
だ
。
少
な
い
時
間
と
人
員

で
活
動
で
き
る
が
、
相
当
な
体
力
が
要
求
さ
れ
る
。

　
今
本
が
永
坂
隊
長
を
背
負
う
。
た
っ
た
今
ダ
ミ
ー

人
形
を
搬
送
し
終
え
た
ば
か
り
で
、
し
か
も
永
坂
隊

長
は
ダ
ミ
ー
人
形
よ
り
も
重
い
。
だ
が
今
本
の
足
取

り
は
疲
れ
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
ず
、
瞬
く
間
に
登

り
切
っ
た（
写
真
❾
）。淡
々
と
任
務
を
こ
な
す
様
は
、

さ
す
が
歴
戦
の
猛
者
だ
っ
た
。

　
す
べ
て
の
訓
練
行
程
が
終
了
し
た
。
資
器
材
を
撤

収
し
て
車
に
乗
せ
、
消
防
署
へ
戻
る
。
後
日
、
永
坂

隊
長
に
こ
の
日
の
訓
練
で
印
象
的
だ
っ
た
も
の
を
聞

く
と
、
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
最
後
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
で
す
。
本
番
に
近
づ
け

る
た
め
事
前
情
報
を
少
な
く
し
ま
し
た
が
、
熟
練
の

高
田
と
今
本
を
軸
に
的
確
に
状
況
を
判
断
し
、
精
度

の
高
い
対
応
が
で
き
て
い
ま
し
た
」

　
彼
ら
が
相
手
に
す
る
の
は
、
山
。
慣
れ
な
い
者
に

と
っ
て
は
未
知
の
場
所
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で
起

こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
、
訓
練
を
積
ん

で
い
る
。
ひ
と
た
び
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
入
れ
ば
直
ち
に
現
場

に
駆
け
つ
け
、
ど
ん
な
状
況
下
に
お
い
て
も
冷
静
か

つ
迅
速
に
対
処
す
る
。

要
救
助
者
を
発
見
し
た
模
様
だ
。

　
現
場
は
道
路
か
ら
200
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
の
急

斜
面
に
囲
ま
れ
た
窪
地
で
、
は
る
か
下
方
に
今
本
と

倒
れ
て
い
る
ダ
ミ
ー
人
形
の
姿
が
見
え
た
。
意
識
が

あ
り
重
傷
で
は
な
い
た
め
、
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
で
は
な
く
背

負
い
用
ザ
ッ
ク
で
搬
送
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
直
ち
に
支
点
が
設
定
さ
れ
る
と
、
ロ
ー
プ
を
装
着

し
た
柴
田
が
救
助
ポ
イ
ン
ト
ま
で
降
下
し
、
今
本
に

加
勢
す
る
。
今
本
が
重
さ
約
45 

kg
の
ダ
ミ
ー
人
形
を

背
負
い
、
二
人
が
か
り
で
ザ
ッ
ク
に
固
定
。
ロ
ー
プ

を
今
本
に
付
け
替
え
、
準
備
完
了
だ
。

意見を出しやすい環境をつくり、
隊をブラッシュアップ

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
任
務
遂
行

　
ダ
ミ
ー
人
形
を
救
出
せ
よ

５

有
す
る
（
写
真
❺
）。
か
か
っ
た
時
間
は
長
く
な
い
。

役
割
分
担
も
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
た
。
一
方
で
課

題
も
浮
か
ぶ
。

「
引
く
力
が
強
す
ぎ
て
、
崖
の
下
で
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
を
持

ち
上
げ
る
の
が
き
つ
か
っ
た
。
相
当
揺
れ
た
か
ら
、

（
ダ
ミ
ー
で
は
な
く
）
人
だ
っ
た
ら
も
う
少
し
優
し

く
引
か
な
い
と
」

　
ロ
ー
プ
を
引
く
ベ
ス
ト
な
力
加
減
は
、
実
際
に
引

い
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
今
本
の
こ
の
指
摘

は
、
訓
練
の
重
要
性
を
如
実
に
示
し
て
い
た
。

　
昼
の
休
憩
を
挟
み
、
午
後
の
訓
練
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
先
ほ
ど
と
は
違
い
、今
度
は
急
な
斜
面
を
下
り
、

Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
を
下
の
登
山
道
ま
で
降
ろ
す
訓
練
だ
。
登

山
道
ま
で
は
、
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
。

　
支
点
の
木
に
ロ
ー
プ
を
巻
き
付
け
、
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
に

装
着
。
降
下
す
る
た
め
の
ロ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
を
整
え

た
。上
で
Ｉ
Ｄ
を
操
作
し
ロ
ー
プ
を
緩
め
る
役
割
は
、

高
田
副
隊
長
が
務
め
る
（
写
真
❻
）。

　
依
馬
と
多
田
が
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
を
支
え
な
が
ら
降
下
し

て
い
き
（
写
真
❼
）、
柴
田
が
そ
の
後
方
か
ら
状
況

を
判
断
し
上
に
指
示
を
送
る
。

「
ロ
ー
プ
緩
め
！
」、「
安
定
し
て
降
り
て
い
ま
す
」、

「
現
在
10
メ
ー
タ
ー
」、「
丸
太
越
え
る
よ
」、「
現
在

30
メ
ー
タ
ー
」、「
勾
配
き
つ
い
か
ら
ゆ
っ
く
り
目
で
」

　
こ
こ
で
、
降
下
が
止
ま
っ
た
。
ロ
ー
プ
の
長
さ
は

50
ｍ
だ
が
、
実
際
に
降
ろ
せ
る
距
離
は
40
ｍ
。
登
山

道
ま
で
届
く
か
届
か
な
い
か
、
微
妙
な
ラ
イ
ン
だ
。

そ
の
ま
ま
降
ろ
す
か
、
時
間
を
か
け
て
で
も
新
し
い

支
点
を
設
定
す
る
か
、冷
静
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。

　
31
歳
男
性
。
キ
ノ
コ
狩
り
中
、

　
重
度
の
熱
中
症
で
意
識
朦も

う
ろ
う朧

。

　
ロ
ー
プ
長
が
足
り
な
い

　
冷
静
に
次
の
支
点
を
設
定

６

７

８

背負い用ザック
での搬送

専用のザックを使って隊員が交
代で要救助者を背負い、搬送す
る。交代のサイクルは３～５分。

　
登
山
に
は
入
念
な
準
備
を

　
そ
れ
で
も
何
か
が
あ
れ
ば
…

９

　

  

70
歳
男
性
。
キ
ノ
コ
狩
り
中
に

　

  

２
メ
ー
ト
ル
滑
落
し
右
足
負
傷
。

　

  

友
人
１
名
が
い
る
模
様
。

　
登
山
は
、
山
頂
か
ら
の
景
色
、
森
林

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
体
力
向
上
と

い
っ
た
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
老
若
男
女
が

楽
し
め
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て

広
く
定
着
し
て
い
る
。
一
方
で
道
迷
い

や
滑
落
、
悪
天
候
な
ど
、
そ
の
裏
に
は

常
に
遭
難
の
リ
ス
ク
が
付
き
ま
と
う
。

遭
難
し
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
永
坂
隊
長
は
言
う
。

「
準
備
で
す
ね
、
や
っ
ぱ
り
。
こ
れ
か

ら
登
る
山
に
つ
い
て
行
程
や
難
易
度
、

天
候
な
ど
を
調
べ
て
ほ
し
い
。
持
っ
て

い
く
水
や
食
料
の
量
、
何
時
に
出
発
す

る
べ
き
か
が
見
え
て
き
ま
す
し
、
そ
れ

だ
け
で
防
げ
る
事
故
は
あ
り
ま
す
」

　
そ
し
て
、
こ
う
も
言
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
で
も
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
、

我
々
が
い
ま
す
」

駆けろ！精鋭　特集　千歳市消防山岳救助隊

千歳市消防山岳救助隊　隊長

永
な が さ か

坂 和
か ず ひ ろ

大　消防士長

北海道防災航空室所有の
防災ヘリ「はまなす１号」

夕方に入山し、道警の山岳救助隊と連携して搬
送。救出までに６時間以上を要した。夜間の視
界不良に加え、SKEDでの長距離搬送で体力を
酷使したため、強く記憶に残っているという。

時期　平成29 年秋
場所　恵庭岳８合目付近

永坂隊長の
記憶に残る事案

―― 隊長として心掛けていることは、どんなことですか。
隊の結成当初は冬装備もままならず、防火服を着て登っていた時代もありました。歴代
のメンバーがつないできた思い、それを絶やさずレベルアップを図りながら、よりよい
隊をつくっていきたいです。私のキャラクター的には、隊員が意見を出しやすい環境を
つくり、救助方法や隊のあり方をブラッシュアップしていけたらと思います。
―― 過酷な環境を「辛い」と思うことはありませんか。
いいえ、誰も行きたがらない場所に行くのが、我々の仕事ですから（笑）。ですが、自
分を成長させてくれる物や出来事にたくさん出会える仕事でもあります。後輩たちも
「普通に生活していたらこんなこと経験できないですよね」と言ってくれたりもします。

―― 永坂隊長ご自身の、今後の目標を聞かせてください。
道内各地の消防本部が、北海道庁の防災航空室に隊員を派遣しています。私もその一員
となり、防災ヘリの隊員として活動することが今後の目標です。元々、「人を助ける仕
事がしたい」との思いから消防士になったのですが、千歳市消防に入り、一つ夢を叶え
たところで目標を再設定しました。いろいろなジャンルで活動したい思いもあります。

要救助者

要救助者


